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福井　康裕

生体から得られる情報を基に生体制御を行うための手法を学ぶ。生体情報の取得方法、情報の
持つ意味を理解し、その情報から生体機能を制御するための信号伝達手法を学ぶとともに、生体
の信号に対する応答特性を理解する。

時系列に沿った授業計画をたてることは難しいが、本演習は以下のような工程で構成される。
１）学生各自による生体制御に関する論文等の検索
２）選定論文の発表
３）セミナー形式による教授と学生を含めた総合ディスカッシヨン
４）生体制御の取得方法、情報の持つ意味の理解

特に指定しない。生体制御に関する書籍や論文を学生が自ら検索するように指導し、それらを参
考にさせる。

生体情報制御に関する論文等を用いセミナー形式により行う。


